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写真1　STM32Fマイコンの魅力1：千円台で入手できる開発ボ
ードが各種販売されている
手持ちのSTM32Fボードと拡張シールド．左からEthernet Shield，
SensorTile Shield，X−NUCLEO IHM04A1デュアル・モータ・ドラ
イ バ，STM32F0 Discovery，STM32F7 Discovery､ NUCLEO 
F446RE，NUCLEO−F302R8

拡張シールド

Discoveryシリーズ

Nucleo
シリーズ

写真2　NucleoシリーズにはArduino UNO R3と同じピン配列
の拡張コネクタが付いている
Nucleo−F446RE，Arudino UNOはピン配列が同じ．拡張ボードも
各種同じインターフェースなので，Arduino用の物でもNucleoで利
用できる．拡張シールドは左から eVY1，MP3 Player，Ethernet 
Shield，SensorTile Shield

（a）NucleoとArduino UNO

（b）Arduino用の拡張基板「シールド」

ピン配列が一緒で互換性がある

イントロダクション

　STマイクロエレクトロニクスは，2007年に大手
半導体メーカでは世界初となるArm Cortex−M搭
載32ビット・マイコン「STM32」を発売しました．
汎用マイコン市場のシェアは，2007年当時3 ％未満
でしたが，2018年には20 ％を超えました．
　約 10 年で世界標準の Arm マイコンになった
STM32ですが，なぜこれほどの人気製品になった
のでしょうか？本稿ではその秘密を紹介します．
 〈編集部〉

　STM32Fは，STマイクロエレクトロニクスから発
売されている32ビット・マイコンです．本シリーズは，
非常に多くの開発シーンで利用されています．私も，
IoT向けの開発や電動自転車レース，ホビー向けのド
ローンでSTM32Fを利用しました．
　STM32Fが人気を集めるのには，どういった理由
があるのでしょうか？ここでは，STM32Fの魅力や
利用するメリットについて紹介します．

■ STM32Fマイコンの魅力

● その1：千円台で入手できる開発ボード
　写真1に示すのは，私の自宅にあったSTM32Fの開
発ボード Nucleo，Discovery と拡張シールドです．
STマイクロエレクトロニクスは，DiscoveryとNucleo
と呼ばれる2種類の開発ボードを提供しています．

　特にNucleoシリーズは，IoT（Internet of Things）
向けの展示会やイベントでSTマイクロエレクトロニ
クスが無料で配布していたり，2,000円以下と非常に
安価に入手できたりするので，持っている開発者も多
いと思います．私も気づいたら多くのSTM32F開発
ボードが自宅にありました．
　開発ボードには，図1に示すとおりSTM32Fシリー
ズの中でもメインストリーム〜高スペックに位置付け
られている製品が搭載されています．特に高スペック
な製品は，AI（ディープ・ラーニング/CNN）やGUI
を動かすことができます．このような高性能なマイコ
ンを搭載したNucleoシリーズは，ほぼ原価と考えら
れる価格でSTマイクロエレクトロニクスから提供さ
れています．より多くの開発者に面白い用途で使って
欲しいというSTマイクロエレクトロニクスの思いが
伝わってきます．
▶Arduino UNO用の拡張基板をそのまま接続できる
　Nucleoシリーズは，写真2のようにArduino UNO 
R3と同じピン配列なので，Arduino用の拡張基板「シ
ールド」をそのまま接続できます．
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